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論文審査の結果の要旨 
 
 本博士論文は、前周期遷移金属錯体触媒を用いた炭素―水素結合活性化を鍵とする触媒的炭素―炭
素結合形成反応と当量的な炭素―水素結合活性化を経る炭素―炭素結合形成反応に関する研究を学位
論文としてまとめたものであり、優れた学位論文である。 
 長江君は、炭素―水素結合活性化を鍵とする触媒的炭素―炭素結合形成反応の基質としてピリジン
に着目した。ピリジンは、多くの天然物や生物活性物質、機能性材料、配位子などに見られる重要な
骨格であり、これまでにも多くの研究者により、様々な遷移金属触媒を用いたピリジン誘導体の炭素
―水素結合官能基化反応が開発されてきた。しかしながら、ほとんどの触媒成分が後周期遷移金属で
あり、酸化的付加反応と還元的脱離反応で反応が進行する研究であった。これに対して、長江君は、
−結合メタセシス反応が可能な前周期遷移金属を触媒とする研究に取り組んだ点が独創的である。 
 長江君は、第一章において様々な前周期遷移金属触媒を用いたピリジン誘導体の炭素―水素結合官
能基化反応を概観し、本学位論文の研究背景をまとめている。 
 次に、第２章においてエンジアミド配位子によって支持されたイットリウムアルキル錯体を用いて、
ピリジン誘導体の炭素―水素結合活性化後に2-ビニルピリジンの挿入反応を連続して進行させること
により、末端にピリジン骨格を有するポリ（2-ビニルピリジン）を合成することに成功した。末端に
官能基を導入する全く新しい重合反応として高い評価を得ている。 
 さらに、第３章では、希土類金属のアミド錯体を触媒前駆体としてもちいることにより、ピリジン
誘導体のα位の炭素—水素結合を活性化し、イミンを挿入させることでピリジン誘導体のアミノアルキ
ル化反応の開発に成功している。特筆すべきは、精緻な反応速度解析により、反応機構を決定してい
る点で有り、反応の新規性と合わせて高い評価を得ている。 
 次に、第４章では、炭素―水素結合活性化後に錯体が還元的に炭素―炭素結合を形成する脱水素
カップリング反応を伴う２量化反応を研究し、第５章では、チタンの二核錯体によるアリールイミン
配位子のオルト位選択的な炭素―水素結合のアルケニル化反応を見いだし、理論計算を含めて素反応
の機構を明らかにしている。 
 これらの成果は、ピリジン誘導体の炭素―水素結合の官能基化反応の研究分野において新しい展開
を行った研究であり、学術的に高く評価されていることからも明らかなように、有機金属化学および
触媒化学の分野の発展に貢献する成果であると言える。 
 以上より、博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
 
